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町
立
手
々
小
・
中
学
校
。

「
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
心
あ
た
た
ま
る
学
校
）」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
現
在
小
学
生
７
名
、
中

学
生
４
名
が
、
豊
か
な
自
然
や
、
少
人

数
教
育
な
ら
で
は
の
行
き
届
い
た
学
習

環
境
の
中
で
学
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
を
『
地
域
の
宝
』
と
し
、
地

域
全
体
で
あ
た
た
か
く
見
守
り
育
て
て

い
る
手
々
地
区
で
は
、
住
民
が
里
親
と

手々地区の空き家を改修し、

この春、合宿型の留学センターが誕生しました。

奄美群島初となる「ふるさと留学センター」を、

新しい２名の地域おこし協力隊とともに

ご紹介します。

手々地区に完成しました！

「ふるさと留学センター」

な
り
、
手
々
小
・
中
学
校
へ
通
う
留
学

生
を
募
集
。
平
成
８
年
か
ら
現
在
ま
で
、

60
名
を
超
え
る
留
学
生
児
童
・
生
徒
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
地
域
の
高
齢
化
に
よ

り
里
親
の
な
り
手
が
減
少
。「
こ
の
ま

ま
で
は
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
自

体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
地

域
か
ら
子
ど
も
が
減
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
。」
と
い
う
危
機
的
状

況
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
徳
之
島
町
で
は
、「
奄

美
群
島
成
長
戦
略
推
進
交
付
金

事
業
」
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
寄
附
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

思
い
や
り
基
金
活
用
事
業
」
に

よ
り
、
手
々
地
区
の
空
き
家
を

改
修
。
手
々
地
区
ふ
る
さ
と
留

学
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
徳
之
島
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
「
手
々
地
区
ふ

る
さ
と
留
学
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
」
を

募
集
。
こ
れ
に
熊
本
県
在
住
の
川
口
夫

妻
が
、
ふ
る
さ
と
留
学
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
と
同
時
に
募
集
し
て
い
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
「
北
部
の
シ
マ
づ
く
り

推
進
隊
」
と
と
も
に
応
募
。
川
口
一
家

が
徳
之
島
に
移
住
し
、
平
成
30
年
度
も

手々小・中学校の児童生
徒が空港で留学生を歓迎

手々小唯一の１年生となった
川口水輝君と担任の里先生

ふるさと留学生と
川口家の子どもたち
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部
の
シ
マ
づ
く
り
推
進
隊
と
し
て
、

３
月
に
熊
本
か
ら
移
住
し
て
き
た
川

口
明
で
す
。

　

島
つ
く
り
は
地
域
つ
く
り
。
地
域
つ
く
り

は
人
つ
く
り
。
人
つ
く
り
は
ワ
ク
ワ
ク
作
り
。

　

自
然
体
験
活
動
、環
境
教
育
、地
域
つ
く
り
、

観
光
振
興
、
移
住
定
住
支
援
、
教
育
や
福
祉
。

　

様
々
な
切
り
口
か
ら
、
島
に
住
む
私
た
ち

も
、
島
を
訪
れ
る
方
々
も
、
そ
し
て
子
ど
も

も
大
人
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
た
く
さ
ん

の
ワ
ク
ワ
ク
を
生
み
出
す
た
め
の
活
動
を
し

て
い
き
ま
す
。

北

地域おこし協力隊
を紹介します !

年
度
、
手
々
地
区
に
新
設
さ
れ
た
「
ふ

る
さ
と
留
学
セ
ン
タ
ー
」
の
館
長
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
、
川
口
裕
美
子
で
す
。　

１
年
間
、
親
元
を
離
れ
手
々
地
区
で
生
活
す

る
小
学
生
・
中
学
生
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

私
自
身
、
以
前
か
ら
移
住
し
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
、熊
本
市
か
ら
家
族
６
人
で
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
温

か
な
地
域
の
方
々
や
豊
か
な
自
然
に
た
く
さ

ん
触
れ
、
勉
学
は
も
ち
ろ
ん
、
感
性
を
磨
き
、

し
っ
か
り
と
将
来
の
夢
を
描
い
て
い
け
る
よ

う
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今

地域外の人材をおおむね

１年から３年の間で協力隊と

して受け入れ、地域協力活動

を行うことで地域への定住

定着を図る取り

組みです。

１
名
の
ふ
る
さ
と
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
口
一
家
は
夫
婦
と
子
ど
も
４
人
の

６
人
家
族
。
本
紙
「
ま
ち
の
話
題
」
コ
ー

ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

６
日
に
行
わ
れ
た
手
々
小
・
中
学
校
の

入
学
式
で
は
、
新
小
学
１
年
生
の
川
口

水
輝
君
の
入
学
な
ど
、
島
外
か
ら
の
児

童
生
徒
が
４
名
増
と
な
り
、『
地
域
の

宝
』
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
た

手
々
地
区
に
と
っ
て
、
大
変
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

今年度、徳之島町北部地区の地域活性化を担う
「北部のシマづくり推進隊」として川口明さんが、
「手々地区ふるさと留学センター館長」として
川口裕美子さんが、ご夫婦で協力隊として赴任しました。

手々の空き家を改修した「ふるさと留学センター」

地域おこし協力隊って？
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迫力の演技や伸びやかな歌声で観客を魅了表彰を受けた町教職員の皆さん

町
文
化
会
館
で
３
月
12
日
、
劇
団
四

季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ガ
ン
バ
の
大
冒

険
』
こ
こ
ろ
の
劇
場
公
演
が
行
わ
れ
、

町
内
小
学
校
児
童
や
関
係
者
約
４
０
０

人
が
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ

の
劇
場
は
劇
団
四
季
や
行
政
・
企
業
協

力
の
も
と
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

子
ど
も
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事
業
で
、

徳
之
島
で
の
公
演
は
10
回
目
。
子
ど
も

た
ち
は
舞
台
を
通
じ
、
勇
敢
な
心
や
仲

間
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
３

月
11
日
に
は
町
制
施
行
60
周
年
記
念
の

一
般
公
演
や
、
10
日
に
は
尾
母
小
・
中

学
校
で
俳
優
に
よ
る
『
美
し
い
日
本
語

の
話
し
方
教
室
』
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
役
場
で
３
月
20
日
、
町
優
秀
教
職

員
表
彰
、
退
職
教
職
員
感
謝
状
贈
呈
、

平
成
29
年
度
小
・
中
学
校
教
育
活
動
実

践
記
録
の
県
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

教
育
活
動
実
践
記
録
は
大
島
地
区
全

体
で
７
９
０
点
が
応
募
さ
れ
、
神
之
嶺

小
学
校
の
黒
岩
正
一
教
諭
の
実
践
記
録

が
選
考
で
特
選
に
。
こ
れ
が
鹿
児
島
県

へ
推
薦
さ
れ
、
県
全
体
で
推
薦
さ
れ
た

14
点
の
う
ち
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。※

今
回
表
彰
さ
れ
た
町
教
職
員
９
名

の
お
名
前
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
撮
っ
て
お
き
！
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

劇
団
四
季
こ
こ
ろ
の
劇
場
、
徳
之
島
で
10
回
目
の
公
演

町
優
秀
教
職
員
な
ど
９
名
を
表
彰

閉講式・授賞式に参加した児童生徒の皆さん亀津中を旅立つ第 70 回卒業生

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
３
月
11

日
、「
平
成
29
年
度
徳
之
島
町
学
士
村

塾
閉
講
式
・
教
育
賞
授
賞
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
学
士
村
塾
は
、
土
曜

日
の
部
の
７
地
区
、
平
日
夕
方
の
部
の

４
地
区
、
合
わ
せ
て
２
０
３
名
の
児
童

生
徒
が
塾
生
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

授
賞
式
で
は
、
学
士
村
塾
へ
の
通
塾

の
皆
勤
者
や
、
平
成
29
年
度
に
実
施
さ

れ
た
学
力
向
上
対
策
試
験
の
成
績
優
秀

者
、
ま
た
義
務
教
育
期
間
の
小
学
校
６

か
年
、
中
学
校
３
か
年
、
小
・
中
９
か

年
の
皆
勤
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。３

月
13
日
、
町
内
立
中
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
総
勢
１
１
９
名
が
母
校

を
旅
立
ち
ま
し
た
。
亀
津
中
学
校
で
は

第
70
回
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
83
名
が
卒

業
。
卒
業
生
答
辞
を
務
め
た
春
山
華
南

さ
ん
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
保

護
者
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、「
こ

れ
か
ら
は
一
人
ひ
と
り
違
う
道
を
歩
ん

で
い
き
ま
す
。
三
年
間
学
ん
だ
仲
間
を

思
い
浮
か
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
け

て
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。
亀
津
中
以
外
の
中
学

校
で
は
、
尾
母
中
３
名
、
井
之
川
中
12

名
、
東
天
城
中
15
名
、
山
中
４
名
、
手
々

中
２
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

町
児
童
生
徒
へ
勉
学
に
励
ん
だ
成
果
を
表
彰

目
指
す
未
来
へ
新
た
な
門
出
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19 名が子育て支援員に認定

町
役
場
で
３
月
21
日
、
子
育
て
支
援

員
研
修
修
了
証
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
育
て
支
援
員
研
修
は
、
保

育
士
不
足
で
生
じ
る
待
機
児
童
の
解
消

を
目
的
と
し
た
厚
生
労
働
省
の
「
子
育

て
支
援
員
事
業
」
に
基
づ
く
制
度
で
、

奄
美
群
島
の
自
治
体
で
は
徳
之
島
町
が

前
年
度
か
ら
初
実
施
。
今
回
は
20
～
50

代
の
主
婦
な
ど
女
性
19
名
が
、
保
育
や

子
育
て
支
援
に
関
す
る
知
識
や
技
術
等

を
習
得
し
、
子
育
て
支
援
員
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
徳
之
島
町
で
は
平
成
30
年

度
も
子
育
て
支
援
員
研
修
を
継
続
す
る

ほ
か
、
保
育
園
で
働
く
人
へ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
不
足
解
消
に
向
け
子
育
て
支
援
員
育
成

防犯・交通安全の関係者等約１５０名が参加 上位入賞者多数の敬空館亀津

島外からの児童生徒が４名増となった手々小中

春
の
全
国
地
域
安
全
・
交
通
安
全
運

動
出
発
式
が
４
月
６
日
、
徳
之
島
警
察

署
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
の

た
め
武
道
館
内
で
式
を
実
施
。
徳
之
島

高
校
音
楽
部
の
演
奏
や
交
通
安
全
・
地

域
安
全
宣
言
な
ど
の
後
、
警
察
車
両
や

自
主
防
犯
組
織
の
青
パ
ト
が
同
署
を
出

発
し
、
交
通
安
全
や
防
犯
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
出
発
式
の
前
に
は
横
断

旗
贈
呈
式
が
あ
り
、
徳
之
島
地
区
安
全

運
転
管
理
協
議
会
・
同
地
区
交
通
安
全

協
会
・
徳
之
島
警
察
署
か
ら
、
徳
之
島

３
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
島
内
の
県

道
沿
い
に
あ
る
小
中
学
校
計
22
校
に
20

本
ず
つ
横
断
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
42
回
奄
美
少
年
少
女
空
手
道
大
会

（
奄
美
空
手
道
連
盟
主
催
）
が
３
月
25

日
、
奄
美
市
の
名
瀬
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
奄
美
群
島
内
の
未
就
学
児
～

中
学
生
延
べ
５
０
０
人
が
組
手
・
形
へ

出
場
。
敬
空
館
亀
津
が
健
闘
し
、
上
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

団
体
１
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で

す
。【
団
体
形
】〈
小
学
高
学
年
男
子
〉

敬
空
館
亀
津
A
、〈
小
学
高
学
年
女
子
〉

敬
空
館
亀
津
A
、【
団
体
組
手
】〈
小
学

高
学
年
男
子
〉
敬
空
館
亀
津
A

※
個
人
１
位
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
撮
っ
て
お
き
！
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー

ス
」
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
立
小
・
中
学
校
で
４
月
６
日
、
平

成
30
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
々
小
・
中
学
校
で
は
小
学
生
１
名
、

中
学
生
１
名
が
入
学
。
新
入
学
を
含
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
移
住
や
ふ
る
さ

と
留
学
な
ど
で
島
外
か
ら
の
児
童
・
生

徒
が
４
名
増
と
な
り
、
手
々
集
落
に

と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
入
学
式
と
な
り

ま
し
た
。
手
々
小
・
中
以
外
の
平
成
30

年
度
各
町
立
小
・
中
学
校
の
入
学
者
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。【
亀
津
小
61
名
、

亀
徳
小
24
名
、
神
之
嶺
小
６
名
、
母
間

小
10
名
、
花
徳
小
７
名
、
山
小
１
名
、

尾
母
中
５
名
、
亀
津
中
62
名
、
井
之
川

中
10
名
、
東
天
城
中
12
名
、
山
中
３
名
】

防
犯
・
交
通
安
全
運
動
で
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

敬
空
館
亀
津
が
奄
美
で
の
空
手
道
大
会
で
健
闘

期
待
を
胸
に
、
町
立
小
中
学
校
入
学
式
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町からのお知らせ

総務省委嘱 行政相談委員　東郷 勇
徳之島町亀津 2717-1 　☎ 090-9791-9194

行政の仕事などで疑問・苦情や意見・要望はありませんか？

行政相談所の開設について
問

毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉など国の役所の仕事などについて、疑問・苦

情や意見・要望はありませんか。総務大臣委嘱の行政相談委員は、皆様の相談相手として、役所のサー

ビスや行政の仕組み、手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改

善の申し入れを行っています。次の日程で行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

また、自宅や電話でも相談に応じています。相談は無料で秘密は守られます。

●日にち＝平成 30 年 5 月 30 日（水）

●場所・時間＝【花徳支所：午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分】【役場 1 階監査室：午後２時～４時】

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。

相談は無料です。相談をご希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、５月 25 日（金）

までに役場企画課へお申込みください。

●日時＝平成 30 年６月１日（金）　午後１時～

　※１件につき 30 分以内

●場所＝徳之島町生涯学習センター３階工作室

●内容＝消費者問題に関する相談

※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。

企画課　消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1111（内線 222）

誰でも安心して相談を

弁護士相談会のお知らせ
問

消費者庁イラスト集より

女性・子ども・高齢者等をめぐる人権の問題や近隣とのトラブルなど、身近なことで困っている

ことはありませんか。人権擁護委員が、皆さんとともに問題解決のための方法を考えます。相談は

無料で、相談内容についての秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

●日時＝平成 30 年６月４日（月）　午前９時 30 分～午後３時

●場所＝亀津 東区公民館

鹿児島地方法務局奄美支局　☎ 0997-52-0348

お気軽にご相談ください

特設人権相談所の開設について
問

〈６月１日は「人権擁護委員の日」です〉
人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職

員と協力して人権侵害による被害者の救済をしたり、地域の皆さんに人権について関心を持って

もらえるような啓発活動を行っています。
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町からのお知らせ

対象の方は申請を

固定資産税の減免について

家屋が火災等の災害で被害にあった場合や、生活保護を受けている場合など、申請に基づいて固

定資産税が減免されることがあります。減免を希望される方は税務課で申請を行ってください。

※減免の期間は申請年度の課税分のみです。
※生活保護の受給者で減免を受けようとする方は、固定資産税の各納期限の 7 日前までに必ず申
　請してください。申請後の納期分から減免の対象となります。
※申請には、生活保護受給証明書・印鑑・各納期納付書が必要となります。

平成 30 年度の町税の納期は下表のとおりです。

延滞金が発生しないよう、期限内の納付にご協力ください。

納期内納付にご協力ください

平成 30 年度町税の納期のお知らせ
収納対策課 　☎ 0997-82-1111（内線 172,173）問

納期月 5 月 6 月 7 月 8 月 10 月 12 月 1 月 2 月

町県民税 ― ― 1 期
7/2（月）

2 期
8/31（金）

3 期
10/31（水） ― 4 期

1/31（木） ―

固定資産税 1 期
5/31（木） ― 2 期

7/31（火） ― ― 3 期
12/25（火） ― 4 期

2/28（木）

軽自動車税 全期
5/31（木） ― ― ― ― ― ― ―

国民健康保険税 ― ― 1 期
7/2（月）

2 期
8/31（金）

3 期
10/31（水） ― 4 期

1/4（金）
5 期

2/28（木）

■納付場所について

納付場所は、徳之島町役場、花徳支所、金融機関（銀行、郵便局など）、コンビニエンスス

トアなどになります。詳しくは、納付書の裏側をご覧下さい。

■口座振替日について

口座振替をご利用の方は、以下の日程で振替を行います。

納期月の 25 日 ゆうちょ銀行

納期月の 28 日 ゆうちょ銀行以外の金融機関

※振替日が土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。

※振替日の前日までに口座の残高確認をお願いします。

■納付は便利で確実な「口座振替」で

口座振替は、金融機関があなたに代わって預貯金口座から振替え、町に納付する制度です。

納付のために役場や金融機関などに出かける手間が省けて、納め忘れもなく大変便利です。口

座振替を希望される方は、役場収納対策課または納付書に記載されている金融機関にお問い

合わせ下さい。

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 142）　花徳支所　☎ 0997-84-0048問
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町からのお知らせ

平成 30 年度の「国民健康保険被保険者証」が、今年度より７月中に切り替えとなります。

５月末までに保険税を完納された方を対象に、７月中旬頃に郵送いたします。まだ納付がお済み

でない方は、早めの納付にご協力ください。また、窓口での交付をご希望の方は、お早めに国民健

康保険係までご連絡ください。（※６月以降に保険税を完納された方は、窓口でのお受け取りにな

る可能性もございます。ご注意ください。）　

〈「申告」はお済みですか？〉
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（平成 29 年１月～ 12 月）

の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がされていない場合は、保険税の
軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられません。早めの申告をお願いします。

また、平成 30 年１月２日以降に徳之島町に転入された方の場合は、前年の所得金額が不明のため、
前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判明すれば保険税が変更されることがあります。

国民健康保険税の納付は済んでいますか

国民健康保険被保険者証の切り替えについて
健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 135,136）問

国民健康保険事業の一環として下記「がんドック」を実施します。平成 30 年６月１日（金）から、
健康増進課及び花徳支所窓口で申し込みを受け付けます。（以前受診されたことのある方は対象外
です。）申し込みの際は印鑑を持参し、必ず受診されるご本人が窓口へお越しください。

健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 136）　花徳支所　☎ 0997-84-0048

検査費用の補助があります

「がんドック」実施のお知らせ
問

区分 検査項目

がんドック

１．全身ＰＥＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）
３．超音波検査（腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診 厚生労働省が定める特定健康診査項目
（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検査を含む）

内臓脂肪量測定 腹部 CT による内臓脂肪量測定（fat スキャン）

【受診適用保険】　徳之島町国民健康保険の被保険者
【年齢制限】　平成 30 年６月１日現在で 40 歳以上 65 歳以下
【人数】申し込み順で 15 名まで　※１世帯から１名
【保険税の納税状況】　平成 27 年度～平成 29 年度に保険税の滞納がないこと
【補助額】　検査費用 14 万円のうち 3 万円を補助　　　　　　　　
【検査機関】　医療法人 慈風会 厚地記念クリニック PET 画像診断センター
		    鹿児島市照国町 12-1　☎ 099-226-8871　 Fax 099-226-8872

【受診期間】 平成 30 年６月８日（金）～平成 31 年２月 28 日（木）
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町からのお知らせ

参列ご希望の方はお申し込みください

「平成 30 年全国戦没者追悼式」参加遺族の募集について

下記「全国戦没者追悼式」への参列を希望される遺族の方を募集します。申込期限は平成 30 年 5
月 31 日（木）までです。参列ご希望の方は住民生活課までお申し込みください。

●期日＝平成 30 年 8 月 15 日（水）　※前日からの団体行動になります。

●場所＝日本武道館（東京都千代田区）

●対象者＝戦没者の配偶者及び三親等内の遺族、一般戦災死没者の配偶者及び三親等内の遺族

　※過去に参列したことがない方を優先します。

　※死没者 1 人につき複数の参列遺族を認めます。

　※「次世代への継承」という観点から「18 歳未満の遺族」についても募集します。

●募集人員＝ 65 人　※申込多数の場合は、選考となります。

住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）　県庁社会福祉課　☎ 099-286-2830問

企画課 　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

徳之島町制施行 60 周年記念事業として下記内容で南三島グラウンドゴルフ大会を開催します。　

参加希望チームは健康増進課 後期高齢者医療係まで電話でお申し込みください。

●日時＝平成 30 年６月 23 日（土）　午前９時～午後３時　

　　　　（昼食としてみのり館カレーとのざき牛のステーキを無料でご用意します）

●場所＝徳之島町総合運動公園　（陸上競技場・屋内運動場・多目的広場・自由広場）

●募集チーム＝先着 100 チーム（１チーム６人）

　　　　　　　徳之島町、伊仙町、天城町、和泊町、知名町、与論町に住所のある 60 歳以上の方

●内容＝８ホール×２ラウンド　団体・個人表彰、ホールインワン賞等　

●申し込み期間＝５月 14 日（月）～６月１日（金）

●申し込み方法＝電話で健康増進課 後期高齢者医療係（☎ 0997-82-1111）へお申込みください。

●その他＝時間等が変更となる場合はチームの代表者にご連絡します。ルール等の資料は申し込	

	 　　  み後、チーム代表者に郵送します。その他詳細についてはお問い合わせください。

60 歳以上の参加チームを募集します

南三島グラウンドゴルフ大会の開催について
健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 135,136）問

調査にご協力ください

平成 30 年工業統計調査を実施します

従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平成 30 年６月１日

時点で「平成 30 年工業統計調査」を実施します。この調査は、我が

国における工業の実態を明らかにすることを目的とし、統計法に基づ

く報告義務のある基幹統計調査です。調査の趣旨・必要性を御理解いただき、回答にご協力ください。
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町からのお知らせ

住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）

愛犬のために予防注射を

畜犬登録及び狂犬病予防注射の日程について
問

狂犬病予防注射を５月 17 日（木）、18 日（金）に下記の日程で実施します。

狂犬病予防注射は毎年 1 回受けることが狂犬病予防法により義務づけられています。犬を飼われ

ている方は忘れずに接種を受けましょう。

※犬の登録をされている方は、犬の鑑札をご持参ください。
※当日の注射料金は 3,400 円です。おつりが出ないようご協力をお願いします。
※飼っている犬がすでに死亡した、譲り渡したなどの場合には、住民生活課までご連絡ください。

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 17 日（木）

南 区・ 中 区 9 時 00 分～ 10 時 20 分 児 童 公 園
北 区 10 時 25 分～ 11 時 00 分 北 区 新 公 民 館
東 区 11 時 05 分～ 11 時 50 分 文 化 会 館 前 広 場
南 原 13 時 00 分～ 13 時 10 分 南 原 公 民 館
尾 母 13 時 20 分～ 13 時 30 分 徳 田 商 店 前 広 場
大 原 ２ 13 時 40 分～ 13 時 45 分 大 原 2 公 民 館
大 原 １ 13 時 50 分～ 14 時 00 分 大 原 1 公 民 館
亀 徳 14 時 15 分～ 14 時 55 分 亀 徳 振 興 セ ン タ ー
徳 和 瀬 15 時 05 分～ 15 時 25 分 徳 和 瀬 公 民 館
諸 田 15 時 30 分～ 15 時 40 分 諸 田 公 民 館
神 之 嶺 15 時 45 分～ 15 時 50 分 神 之 嶺 公 民 館
井 之 川 15 時 55 分～ 16 時 10 分 井 之 川 公 民 館
旭 ヶ 丘 16 時 20 分～ 16 時 30 分 旭 ヶ 丘 公 民 館

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 18 日（金）

下 久 志 9 時 00 分～ 9 時 15 分 下 久 志 青 少 年 館
池 間 9 時 25 分～ 9 時 45 分 池 間 公 民 館
反 川 9 時 50 分～ 10 時 05 分 農 協 倉 庫 前
大 当 10 時 10 分～ 10 時 20 分 大 当 公 民 館
花 時 名 10 時 25 分～ 10 時 40 分 花 時 名 公 民 館
花 徳 10 時 50 分～ 11 時 20 分 前 川 生 活 館
轟 木 11 時 30 分～ 11 時 45 分 轟 木 公 民 館

畦 13 時 10 分～ 13 時 20 分 畦 公 民 館
山 13 時 30 分～ 14 時 00 分 山 公 民 館

金 見 14 時 10 分～ 14 時 20 分 金 見 公 民 館
手 々 14 時 30 分～ 14 時 40 分 堀 田 石 油 前 広 場
全 地 区 15 時 30 分～ 16 時 00 分 役 場 前 広 場
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町からのお知らせ

希少な生きもの達を守るために、

私たちができること。

後世へ引き継ぐべき人類共通の宝、 世界自然遺産。

世界遺産委員会の開催まで、 残り 2 ヶ月です。

「奄美大島、 徳之島、 沖縄島北部及び西表島」

の世界自然登録にあたっては、 希少な動植物

を将来にわたり保護する取組みが極めて重要で

す。 徳之島町では、 その取組みとして在来植物

の生息を脅かす外来植物「 アメリカハマグルマ」

の抜き取り作業や希少動物との交通事故を防ぐ

ことを目的とした車両減速帯の設置を行ってい

しかし、 これらの取組みだけでは十分とは言

えず、 地域全体でペットの適正な飼育に取組む

必要があります。 昨年１月徳之島町北部の道路

上で、 ネコがアマミノクロウサギをくわえ歩く写

真をご覧になった方もいるのではないでしょう

か。 徳之島では、 放し飼いの野良猫が山へ侵入

し自ら餌を探し求めた結果、 希少な動物を捕食

してしまう悲しい事故が起きています。

また今年２月には、 ネコが国の天然記念物ケ

ナガネズミを襲う姿が撮影され、 ペットの適正

飼養が緊急な課題であることが改めて浮彫りと

なりました。

企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）問
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（写真提供：環境省徳之島自然保護官事務所）

ます。 また、 希少動植物の盗採 ・ 盗掘を未然に防止するのため、 昼夜を問わず徳之島３町希

少野生動植物保護推進員と連携したパトロール活動等も実施しています。

この他、 依然として地域住民によるゴミのポイ

捨ても後を絶ちません。 中でも弁当や残飯等の

食べ残しゴミは、 ネコの山への侵入や繁殖を助

長する可能性があります。 この地域にしか生息し

ていない貴重な生きもの達を後世に繋ぎ伝える

ため、 皆様のご理解とご協力をお願いします。
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下
げ
、
労
働

条
件
な
ど

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児

島
県
労
働
委
員
会
事
務

局　

☎
０
９
９
―
２
８
６
―

３
９
４
３

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
の
ご
案
内

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指

導
員
（
職
業
訓
練
に
お
い
て
訓

練
を
担
当
す
る
者
）
と
し
て
必

要
な
能
力
を
付
与
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講

習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
講
習
修
了

後
に
鹿
児
島
県
知
事
に
申
請
す

る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
指
導
員

免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
期
日
＝
平
成
30
年
７
月
24
日

（
火
）
～
26
日
（
木
曜
日
）、

７
月
31
日
（
火
）
～
８
月
２

日
（
木
）
の
６
日
間

●
場
所
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
鹿
児
島
（
鹿
児
島
市

東
郡
元
町
14
―
３
）

●
受
講
資
格(

主
な
も
の)

①
技
能
検
定
（
国
家
試
験
）
の

１
級
又
は
単
一
等
級
の
合
格

者
②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
、

実
務
経
験
（
４
年
～
10
年
）

が
あ
る
者

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職

種
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た

者
で
、
大
学
卒
者
２
年
、
短

期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
卒

者
４
年
、
高
等
学
校
卒
者
７

年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

●
受
付
期
間
＝
平
成
30
年
５
月

21
日
（
月
曜
日
）
～
６
月
１

日
（
金
）
必
着

●
定
員
＝
30
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
受
講
料
＝
１
５
，
６
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
の

請
求
及
び
受
講
資
格
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿

児
島
県
職
業
能
力
開
発
協

会　

☎
０
９
９
―
２
２
６
―

３
２
４
０

「
第
39
回 

青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
」
参
加
者
募
集

本
事
業
は
、
富
士
山
麓
の
自

然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
全
国

か
ら
集
ま
る
青
少
年
（
日
本

人
・
外
国
人
）
と
キ
ャ
ン
プ
生

活
や
富
士
登
山
を
共
に
し
な
が

ら
友
情
を
深
め
、
仲
間
と
協
力

し
助
け
合
う
楽
し
さ
と
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
期
間
＝
平
成
30
年
７
月
31

日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
土
）

４
泊
５
日

●
場
所
＝
静
岡
県
立
朝
霧
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー

●
対
象
＝
小
学
３
年
生
～
中
学

３
年
生

●
締
切
＝
平
成
30
年
７
月
５
日

（
木
）

参
加
費
は
そ
れ
ぞ
れ
の
最
寄
り

の
駅
ま
た
は
空
港
に
よ
っ
て
料

金
が
変
わ
る
た
め
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

＝
公
益
財
団
法
人 

国
際
青

少
年
研
修
協
会　

☎
０
３
―

６
４
１
７
―
９
７
２
１

徳
之
島
町
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
春
新
し
く
転

入
さ
れ
ま
し
た
皆
様
を
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
徳
之
島
に
早
く
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
館
内
に
「
徳
之
島
を
知
る
コ
ー
ナ
ー
」
や
、

徳
之
島
の
様
々
な
情
報
を
紹
介
し
た
「
徳
之
島
ガ

イ
ド
」
の
資
料
を
窓
口
で
準
備
し
て
い
ま
す
。
楽

し
く
豊
か
な
「
島
生
活
」
に
、
ど
う
ぞ
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

徳之島へ転入された皆様へご案内
【徳之島町立図書館より】

【
徳
之
島
町
立
図
書
館　

☎
８
２
―
１
２
３
９
】
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○
お
産
に
つ
い
て

○
お
っ
ぱ
い
ケ
ア
に
つ
い
て

○
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
予
防
は

　
　

お
母
さ
ん
か
ら

　
　
　

～
お
腹
の
中
か
ら
始
め
る
歯
育
て
～

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
５
月
14
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物
塗

布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
５
月
17
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

徳
之
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
７
‐
８
３
‐
３
１
２
１

出産等の旅費・宿泊費の助成について

島外での妊婦健診・出産の旅費・宿泊費の助成 不妊治療の旅費・宿泊費の助成

助成の対象者

①医師に島外での妊娠の管理や出産を勧　

　められ、通院や島外滞在をした。（正　

　規の里帰り出産は対象になりません。）

②未熟児等で島外に滞在した。

鹿児島県が実施する『鹿児島県不妊治

療費助成事業』を受けている夫婦。

＊詳しくは徳之島保健所へお問い合わ

せください。☎ 0997-82-0149

助成の内容

①島外に滞在し治療や出産をした。

　交通費（1 往復）と宿泊費（30 泊まで）

②定期的に島外の病院へ通院した。

　交通費（5 往復まで）宿泊費（1 回に　

　つき 3 泊まで）

①特定不妊治療を受診する際の交通費

　（1 回の治療につき 9 往復まで）

②特定不妊治療を受診する際の宿泊費

　（1 回の治療につき 15 泊まで）

助　成　額 交通費・宿泊費共に限度額があり、総額の 2/3 を助成します。
（鹿児島市までの船賃又は鹿児島空港までの航空機運賃）( 宿泊費 1 泊 5,000 円 )

必要な書類

①母子手帳（写し）

②次のいずれかの写し

・診断書  ・緊急搬送時の担当医の証明書

・治療を受けたことを証明できる書類

③交通費・宿泊費の領収書（正本）

①交通費の領収書（正本）

②宿泊施設の領収書（正本）

③県の不妊治療費助成事業における承

認決定通知書及び受診等証明書（写し）

○助成の詳細については保健センター（☎ 0997-83-3121）までお問い合わせください。

離
乳
食
教
室
の

ご
案
内

離
乳
食
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
初
め
て
の
食

べ
物
と
の
出
会
い
で
す
。

安
心
し
て
離
乳
食
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
次
の

日
程
で
離
乳
食
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
試
食
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
に
ち
】

（
前
期
）
５
月
24
日
（
木
）

（
後
期
）
５
月
29
日
（
火
）

【
時
間
】

10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】

町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　 託 児 は あ り ま せ

ん が、 赤 ち ゃ ん と

一緒に参加でき

　ます♪
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2018．

5
月
号
　
№
528

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

諸田の有人市場「新風菜」の看板娘のひと
り、宮上 タカ子さん。メンバーの中で１番
の出荷者で、毎朝家の近くの畑で採れた新鮮
な野菜を押し車で届け、1 日おきで市場に出
てお客さんとの会話を楽しんでいます。親子
４世代で住んでいて、お子さん（3 人）、お
孫さん（7 人）、ひ孫さん（14 人）のことを
とても嬉しそうに話してくれました。みなさ
んも一度、「新風菜」をのぞいてみては？

わっきゃまちの
宮上 タカ子きまいたりっちゅ さん
（86 歳）諸田

みいかぜ

（北区の作戦ポイント）
・中学校部活動の協力で、中学生が積極的に参加
・子ども達による区内放送で参加を呼びかけ

３月 18 日、北区では総勢 38 名で清商店か
ら蔵越住宅までの坂道を清掃しました。子ど
も達もよく利用するこの道は交通量が多い割
に道幅がせまく、草が生い茂ると見通しが悪
くなり、通行人が見えなくなることもしばし
ば。大人が草払いをし、中学生や小学校高学
年が刈り取った草を運び、小さな子ども達が
缶などのごみを拾いました。きれいになった
道で気持ちのいい新学期が迎えられました。

きゅらしま
むうるし

大作戦！
～青少年育成町民会議・ボランティア清掃活動～

北
区


